
薬理パフォーマンス課題①  

 

本時の学習目標 

 ・薬理作用や薬物の体内動態を理解する 

 ・薬物の効果や、身体への影響、効果に影響を及ぼす因子について理解する              

・在宅・外来で起こりやすい事故について理解する 

； 

事例 自宅で適切な服薬管理ができるよう説明を行ないましょう。 

内服の例）解熱鎮痛剤、降圧薬、抗血栓薬、気管支喘息治療薬など 
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事例の患者
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薬管理がで
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患者が納得し、

適切な内服管
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・患者への

説明内容 
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受け答え 
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効果に影響を及

ぼす様々な因子

(生活行動、食事

との関係、他の

薬物との相互作

用など )につい

て説明し、患者

の状態に合った

方法で説明し、

適切な方法につ

いて具体的に示

している 

薬物療法に

よって予測

される主作

用や有害作

用の危険性

について、体
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薬物の使用目
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ながら、その期
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について、具体
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・使用目的 

 ▶原因の除去 

 ▶症状の抑制 

 ▶予防 

 ▶診断 

・アドヒアランス 

・医薬品情報 

・飲食物、嗜好品と 

医薬品の相互作用 

・薬理効果 
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適切な対応 

・在宅、外来での 

事故防止策 


